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 大規模災害が起きた時の住民の助け合い作り 
 

 
 

 

 

 
 
 
 

 
 

・ 城西公園及び学区内の各公園において、巨大地震対策訓練（自主防災訓練）

を実施。参加者数は約 1,650 人。 

・ 町内会指定の第一次避難所に集合し、災害対策名簿を利用した安否確認、訓

練の説明。 

・ 第二次拠点避難所で、町内指導員のサポートによる身体ケアの体験を行い、

避難誘導訓練を行う。 

・ 城西小学校では、日本赤十字社による講習、炊き出し訓練のほか、地下給水

の開栓やサバイバル訓練などの催し物コーナーを設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学区の住民同士が災害発生時に互いに手を携えて助け合えるように、日常の心

構えを養うことのできる内容の自主防災訓練を開始した。 

【城西学区】 

 ■世帯数：4,382 世帯  

 ■人 口：8,853 人 

 ■面 積：0.888ｋ㎡ 
  平成 24年 4月 1日現在

 １ 活動・取り組みの内容 

 ２ きっかけ、背景 

西区 城西学区 
住民交流 健康・福祉 青少年育成 環境・美化 

防犯・交通安全 防 災 歴史・文化・芸術 その他 

 

チラシの各戸配布、回覧   

【アピールポイント】  

老若男女がこぞって参加していること。 

【住民への PR 方法】
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(１) 運営メンバー 

 区政協力委員、城西小学校、町内

会、民生委員児童委員、保健委員、

消防団員、PTA、子ども会、老人ク

ラブ、スポーツ推進委員  

(２) 他団体との協力 

 日本赤十字社愛知県支部、西区

災害ボランティア、ボーイスカウ

ト 126 団 

(３) 運営協力 

 学区連絡協議会の役員 

 

 

 

 

 

 

 

H24 年 11 月 10 日 訓練の実施スケジュール 

 

(１) 成果・効果 

・ 参加者の増加、住民間の交流の深ま

り、担い手の増加 

・ 予想以上に参加住民に防災意識が身

に付いた。 

(２) 苦労した点 

・ 非常食の配布に対して少し苦労した

が、約 1 時間で 1,650 人分を配布

完了した。 

 

  

9：00 巨大地震発生を緊急連絡網にて伝達 

▼ 

9：30 大規模災害対策地区本部設置 

▼ 

10：00

～ 

10：30

【ステージ１ 町内会指定の第一次避難所へ集合】

1.安否確認 

2.城西小学校にて見学・体験する人に非

常食試食券を配付（無料） 

3.防災倉庫の確認等 

▼ 

10：45

～ 

11：40

【ステージ２ 第二次拠点避難所へ集合】

1.合同避難所生活体験 

(足湯、ホットタオル、毛布でガウン 等)

2.第三次避難所（城西小）への移動 

▼ 

12：00

～ 

14：00

【ステージ３ 城西小学校にて見学・体験】

1.煙道体験 

2.自転車交通誘導 

3.組み立てトイレ実演の見学 

4.サバイバル学習 

5.地下式給水栓 

6.日本赤十字愛知県支部コーナー 

7.城西小児童消防隊による放水訓練 

8.城西小児童交通警察隊による交通安全教室

9.非常食、防災グッズの展示会 

（城西公園にて） 

1.炊き出しによる非常食の配給 

 ３ 実施の体制 

 ５ 成果と課題 

 ４ 実施のスケジュール 


